2022年度（令和4年度）第2回　福山・笠岡地域公共交通活性化協議会　会議録（要旨）
1　日　時
令和4年11月30日（月）14：00～16：00
2　場　所
学びの館ローズコム4階小会議室2
3　出席者
（1）委員（18名）
　　渡邉一成委員，橋本成仁委員，河野孝文委員，
藤井剛委員，下野間豊委員（代理 山形信介），宇田雅英委員，田淵博雄委員，
神原昌弘委員，吉本伸久委員，山口晃弘委員（代理 中村泰昌），槙尾俊之委員，山田康文委員，古川信博委員，守屋正義委員，新田真也委員，
橋本誠司委員（代理 野波史郎），市川清登委員，大須賀寿樹委員
（2）事務局（9名）
福山市　井上部長，荒平調整官，桒原課長，河村次長，住吉主事，曽根主事 

笠岡市　小林課長，坂本係長，関藤主事
復建調査設計　山下，野田
（3）傍聴者（2名）
（4）随行者（2名）
4　会議の成立
委員25名中，代理出席を含め18名出席で，委員の過半数が出席しているため，
福山・笠岡地域公共交通活性化協議会規約第7条第2項の規定により会議が成立
5　議事
　　（1）報告事項 

協議会及び地域部会における公共交通計画作成に向けた協議経過について 

  　 (2)情報提供 

     　 ①交通事業者からの話題提供（西日本旅客鉄道株式会社，井原鉄道株式会社） 
②中国運輸局からの情報提供 

③公共交通の利用促進策の事例 

(3)協議事項 

        福山・笠岡地域公共交通計画の構成について 

6　資料
　　　・次第
・出席者名簿
・資料１ 協議会及び地域部会における公共交通計画作成に向けた協議経過について 

・資料２ 公共交通の利用促進策の事例 

・資料３ 福山・笠岡地域公共交通計画の構成について　　　
・資料４ 今後のスケジュール
・参考資料①　福山・笠岡地域公共交通計画』策定に向けた検討
・参考資料②　福山・笠岡地域公共交通計画』策定に向けた検討

7　協議内容
（1）開会
（2）議事 
議事（1）協議会及び地域部会における公共交通計画作成に向けた協議経過について
事務局：資料1について説明を行った。 
　　　　尚，追加説明として，参考資料②の説明を行う。これは福山地域部会での意見を踏まえて作成したものである。今後，こうした分析を進め，潜在需要等を把握する予定である。
会  長：今後，さらに分析を進めていくとのことで議事を進行する。

一　同：了承した。
議事（2）交通事業者からの話題提供
事務局：西日本旅客鉄道株式会社及び井原鉄道株式会社より話題提供いただきたい。
委　員：JR西日本より説明を行う。10月1日に組織改正を行っており，前回は岡山支社より参加したが，今回からは広島支社が協議会にも出席させていただく。
資料の“中国統括本部”とは，中国地方５県のことである。利用状況について，昨年度の2021年度との比率は，100％を超えているが，飽くまでコロナ禍での比率であり，昨年度より増加していることを示す。（）内はコロナが広まる前の2019年度比であり，この時と比べると，未だ100％に至っていない状況である。ただし，2019年度10月の実数は消費税高騰の影響で定期券等の駆け込み需要もあった為，一般的な10月の売上より多く計上されている。2022年度10月は全国旅行支援やインバウンドの緩和もあり増加傾向であったが，11月はコロナ第8波もあり，減少傾向となっている。さらに，11月は昨年度と比較しても低調傾向となっている。年間を通して2019年度と比較すると，まず100%を超えることがない状況であるとともに，コロナの収束や拡大によって月によって変動の激しい状況がコロナの影響で発生している。こうしたコロナによる生活様式等の変化等の影響は，なかなか元には戻らないと考えている。
委　員：井原鉄道より話題提供を行う。昨日，上半期の取締役会があり，売上が発表されたが，コロナの影響がまだ残っている状況である。運輸収入の定期外収入は，上半期で127.5％となっているが，2019年度と比較すると70.5％とまだ7割しか残っていない状況である。
一方，定期収入はリモートワークや自家用車の通勤の方も戻ってきており，令和元年度の実績の92.1％とコロナ前に近い数字になっている。ただし，10月1日からの消費税アップの影響により駆け込み需要もあったことから，9月までの対前年比と比較すると95％程度と思われる。尚，通学定期については，9月までの対元年比は83.7％と消費税の影響を考えたとしても15％程度は落ちている状況である。これらは一時期のような臨時休業や短縮影響もない状況であるものの，通学定期の高校生の数は年々減少していることが要因と考えられる。今後の状況を見るにコロナによる影響がなくなった場合でも元年度の数字に戻ることは難しいと考えている。
こうした状況を踏まえ下半期も上半期と同様に推移すると考えている。また，コロナ以降の売上は現在もところ低調だと思われる。
会　長：意見等ないか。特段ないように思われる為，次の議題へ進む。
議事（3）中国運輸局からの情報提供 

委　員：別紙資料に基づき説明を行った。
　　　　会　長：国の方でも公共交通協議会が動き始めている為，運輸局より情報提供いただく等をして進めていきたい。

議事（4）公共交通の利用促進策の事例
事務局：資料2に基づき説明を行った。
　会　長：市の方でも今後検討を行い，詳細は今後詰めていく。 

議事（5）福山・笠岡地域公共交通計画の構成について
事務局：資料3に基づき説明を行った。
　　　　会　長：意見等ないか。
全体的な構成については，このとおりだと思うが，資料p,2の記載事項⑦その他の計画に必要と思われる事項は，両市で一緒に計画を立てていくという視点を加え，県を跨いで一体的な計画を作成していく意義を掲載した方が良い。
　　　　事務局：指摘の通り福山・笠岡で計画を作成する意味等も整理していきたい。現計画についても，市域を跨る笠岡・福山買物ライナーの実験を行っており，実施には至っていないが，実証実験の結果を踏まえた新たな形を探りながら，新たな市域を跨るサービス等を検討していきたい。
会　長：跨った移動は難しいとは思うが，アイデアを発散的に出しながら，実験を行った方が良い。
　　　　委　員：資料p,5の計画目的について，参考資料②のバス停間の利用状況に基づくだけではニーズとサービスがあっていないのか，自動車を使える人がバスを使うほどのものになっていないのか，利用実態とは何なのか等，他の要素を踏まえて鉄道やバスをどう検討していくかということを考えた方が良い。目的の“利用状況にあった”という表現は見直しを行った方が良い。
　　　　事務局：現在，人流データの分析を行っており，バス以外でも移動のサービスについて検討しながら，ネットワークを再構築していきたい。
目的の文言については，確かに利用状況という表現では，潜在的な内容等もイメージしにくい為，修正する。
　　　　会　長：潜在需要の中には，抑圧需要等もあるのではないかと考えている。通院や買物等の抑圧需要があると思われる為，的確に移動サービスに反映させてほしい。計画の目的はそのような表現を追加した方が良い。
　　　　　　　　参考資料②p,5は，笠岡市は井原市との結びつきもあるが，近隣の市との関係もある為，そのあたりも計画への反映等も意識して，観点を盛り込んだほうがいい。自治体へのヒアリングや事業者からの意見等を聞くと良い。
委　員：今回作成する計画は過年度計画の変更であり，コロナ禍前からの計画と考えている。100年に１回の大幅な利用者減が起きるほどの影響が生じている中で，減少率を元に取り戻す計画であれば作成することへの納得がいくが，そのような方向性は見えてこない為，疑問である。
　　　事務局：交通事業者の現状については，ヒアリングで利用状況を把握しており，コロナ禍で利用者減少が進んでいる中での計画であるとの認識もある。福山・笠岡地域の交通は，バス網が発達しており，そうした中でも今後もこれを維持していくことは難しいと認識している。これらは利用者及び交通事業者の意向も踏まえた意見である。
今後は公共交通の再編にも着手していく必要があると考えている。かつ，利用者をコロナ前までに戻す策がないかという点についても取り組んでいく必要があると考えている。国の方でもエリア一括で見直す等，支援の在り方を見直していくものと考えている。持続的な公共交通サービスは何かということを考えており，ネットワークの再編，利用促進，交通事業者への支援が大きなポイントであると考えている。
　　　　　　　また，市としてもコロナ禍の前までに戻していく，さらにその上に目指していくことが理想だと考えており，従来の補助だけでなく，資料2のような利用促進策を実施して利用者数を増やしていきたいという気持ちで進めている。一方で，利用者を増やすにあたり既存需要を取り戻すのか，新たな需要を呼び起こすのか，どのような視点を持っていけばよいか悩ましいと考えている。ご意見があればお伺いしたい。
会　長：資料3のp,8について，運輸局の話題提供を踏まえるとこれまで通りの利用促進だけでは難しい為，これからは根本的に考え方を変えるといいうことだと捉えている。“他分野との連携により対応すべき事項”を意識して，庁内で十分に検討を重ねていくことが特に重要だと考えている。
委　員：資料3のp,7について，他分野との連携の効果を盛り込んでいながら，アウトプットは公共交通の計画の効果になっている。これまでどおりの公共交通の計画と行くのか，新たな考え方を持っていくのか，国の方向性も定まっていない中での検討が難しいのは理解するが，この資料を見る限りではどこまでの考え方を持って進めていくつもりなのか，把握することが難しい。精査していくと，評価指標や利用者等も変わってくる為，意識した方が良い。
委　員：現場での運転手不足の問題も気になっている。ドライバーも減少傾向であり，若い人も来ない。今後，公共交通が良くなって，利用者が戻ってくると，時間単価を狭めて運行便数を伸ばしたくても，若いドライバーがいない中で，ドライバー不足に対する具体的な取組の内容もなく，どのような対応ができるのか疑問。運転手の労働時間や休憩時間等も厳しくなっていく中で，どのような考え方でいけばいいのか疑問である。
　　　事務局：ドライバー不足は大きな課題として意識している。手だてについては給与を上げればよいのか，教育にも時間やお金もかかるといった問題もある。今後，個別の担当者で会議等をしながら，相談させていただきたい。

会　長：移住定住と仕事をセットにすれば良いのではないか。どうやって運転手を確保するのかということを詰めるだけでなく，他とセットで考えた方が良いと思う。複数の部署で跨るような取組を進めてみた方が良い。タクシーも含めて今後も具体的な取組を検討する予定の為，委員から新しいアイデアもでると良いと思う。
委　員：公共交通のバス事業はコロナ禍前から赤字。ただし，貸切や観光バスで乗合の赤字補填をしていた。コロナ禍後は貸し切りや観光バスの利用者が激減しており，バス事業は疲弊している。地方公共交通を行う上で人口減少の問題だけでなく，乗務員不足もある。さらに，PASPY事業の廃止や新紙幣の問題等もある。一般乗り合いを維持する為には，維持できる補助も含めて検討をお願いしたい。また，今後とも運営について色々とサポートいただきたい。

　　　事務局：今後は補助による支援と，支援の中身もこれまでと違った形になると考えている。緊急的な支援だけでなく，再編や利用促進とセットで考えていきたいと思っている。
　　　会　長：因島の高速バスに野菜を入れた野菜バスや道の駅から野菜を運搬するJRの取組等もある。路線バスも人を運ぶだけでなく，新しい発想も取り入れた方が良い。計画にも盛り込むこと。

委　員：コロナ禍でのドライバーの退職もある中で観光需要が一気に落ち込んだが，その後，コロナが落ち着いたタイミングで観光需要が一気に膨らんできた。タクシー運行の固定観念だけでなく，新たな取組も行っていくべきだと思っている。他業種と連携をとることが必要。タクシー業界はコロナ禍から約80％戻ってきたが，今は20代の若い世代が飲みに行くことがなくなってきており，タクシー業界では夜の2割増は収入源であったが，厳しい状況である。現在は昼間の高齢者の移動を強化しており，実際，昼間の売上が多い状況でもある。そのため，今後は免許返納と組み合わせた新たな取組や移住・定住と組み合わせた取組等を連携して実施していきたい。因島バスもドライバーがおらず，地方へ募集をかけたところ，姫路から地方へ家族が移り住んできたという状況もある。
福山・笠岡も地方へ向けて募集をかけ，住んでみたくなる環境を整備するために，空き家や駅前広場等，協議会間で情報共有していけるとベストかと考えている。加えて，福山・笠岡へ来てくれる観光の収入を増やす取組を行う等，企業だけに偏ると公共交通は厳しい状況である。協議会の場で人が住んでもらう環境を作っていただきたい。
　　　会　長：例えば福山駅でバスがなければ時間をつぶせるようなシステムをつくる等，観光セクションとの連携も含めた繋がりを作り，交通に付加価値をつけるような取組をやっていくと良い。まち全体で動かしていくことを検討した方が良い。それを交通計画にどこまで書き込むかという懸念はあるが，踏み込んで考えていくことが必要。交通のことだけを考えても限界がある為，色々な連携を検討した方が良い。
地域公共交通計画についての構成についてこれまでの議論を踏まえて，承認いただける方は挙手いただきたい。
　　　一　同：挙手多数にて承認。
議事（6）今後のスケジュールについて
事務局：資料4について説明を行った。 
　　　　会　長：意見等ないか。スケジュールについて，調整いただければ有難い。

以上をもちまして，2022度（令和4年度）第2回福山・笠岡地域公共交通活性化協議会を閉会いたします。ありがとうございました。
以上

